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1 （平成 14年 1月 5日創刊） 

● P ick  Up！

太
田
副
会
長
（
以
下
、
太
田
）　
ご
当
選
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
橋
会
長
（
以
下
、
高
橋
）　
待
ち
に
待
っ
た
ご
当

選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

比
嘉
議
員
（
以
下
、
比
嘉
）　
再
び
国
政
で
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
　
選
挙
か
ら
長
か
っ
た
よ
う
な
短
か
っ
た
よ
う

な
約
２
年
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

比
嘉
　
こ
の
２
年
間
、
歯
科
医
師
会
や
歯
科
医
師
連

盟
役
員
だ
け
で
な
く
政
治
に
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い

先
生
方
に
も
、「
皆
様
の
動
き
一
つ
で
仕
組
み
は
変

え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
の
も
私
の
仕
事

と
思
い
、
様
々
な
現
場
の
声
を
伺
い
、
診
療
中
の
先

生
へ
も
「
こ
う
い
う
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
！
」
と
政
策
な
ど
を
訴
え
て
参
り
ま
し
た
。

高
橋
　
若
い
現
役
世
代
の
先
生
方
へ
も
お
伝
え
で
き

ま
し
た
か
？

比
嘉
　
意
外
に
も
実
際
に
お
会
い
す
る
と
、
若
い
先

生
方
も
関
心
を
持
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

太
田
　
歯
科
界
以
外
に
も
地
元
沖
縄
で
の
ご
活
躍
も

ご
ざ
い
ま
す
ね
。

比
嘉
　
今
年
の
７
月
に
は
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖

縄
県
北
部
、
西
表
島
地
区
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
環
境
大
臣
政
務
官
時
代
よ
り
関
わ

っ
て
い
た
仕
事
で
あ
り
大
変
う
れ
し
い
知
ら
せ
で

す
。
ま
た
今
後
、
米
軍
跡
地
に
は
琉
球
大
学
医
学
部

が
移
転
し
国
際
医
療
拠
点
が
作
ら
れ
ま
す
の
で
歯
科

の
参
画
も
必
要
で
す
。

高
橋
　
比
嘉
先
生
は
沖
縄
で
の
実
績
に
加
え
、
衆
議

院
議
員
時
代
に
は
大
臣
政
務
官
の
経
験
も
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
て
沖
縄
を
守
る
仕
事
と
歯
科

界
の
仕
事
と
、
倍
の
働
き
を
し
て
い
た
だ
か
な
き
ゃ

い
け
な
い
（
笑
）。
そ
の
こ
と
も
十
分
理
解
し
た
上

で
一
緒
に
歯
科
の
仕
事
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
国
会
議
員
で
す
の
で
ぜ
ひ
国
家
国
民
、
国
益

の
た
め
に
働
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

太
田
　
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

比
嘉
　
少
子
高
齢
化
が
進
む
今
、
歯
科
医
療
政
策
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
民
に
健
康
を
も
た
ら
し
、

ひ
い
て
は
労
働
力
の
充
足
や
医
療
費
の
適
正
化
に
繋

が
る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
極
的
に
発
信
し
ま

す
。
歯
科
疾
患
と
全
身
疾
患
の
関
連
性
や
コ
ロ
ナ
リ

ス
ク
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
こ
れ
ら
を
わ
か
り
易

く
説
明
し
、
様
々
な
分
野
の
方
に
理
解
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
橋
　
や
は
り
多
く
の
議
員
さ
ん
に
も
ご
理
解
い
た

だ
き
、
そ
の
重
要
性
を
国
民
に
向
け
て
各
方
面
か
ら

発
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。

比
嘉
　
骨
太
の
方
針
に「
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
」

「
多
職
種
と
の
連
携
」
と
い
う
目
標
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
医
師
は
も
ち
ろ
ん
看
護
や
介
護
、
障

害
、
福
祉
な
ど
の
分
野
と
の
連
携
が
非
常
に
重
要
で

す
。

太
田
　
診
療
報
酬
の
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

比
嘉
　
医
科
と
の
初
再
診
料
格
差
是
正
や
金
パ
ラ
の

高
騰
問
題
、
施
設
基
準
に
関
す
る
要
件
な
ど
の
課
題

や
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
現
場
の
声
を
反
映

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
歯
科
が
ど
れ
ほ
ど
細

か
い
仕
事
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ど
れ
だ
け
気
を
遣

っ
て
医
療
を
提
供
し
て
い
る
か
。
ま
た
健
康
寿
命
の

延
伸
に
寄
与
す
る
歯
科
医
療
に
対
し
そ
れ
に
見
合
っ

た
対
価
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の
か
。
国
民
の
た
め
の

政
策
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

高
橋
　
あ
る
論
文
に
よ
る
と
歯
科
の
適
正
医
療
費
は

４
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
根
管
治
療
（
１
根

管
）
を
３
０
０
円
で
請
け
負
っ
て
い
る
国
は
ど
こ
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
１
割
負
担
の
場
合
、
窓
口
で
２
、

５
４
０
円
支
払
っ
た
ら
総
義
歯
が
入
る
。
そ
ん
な
国

が
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？ 

世
界
一
低
廉
な
医
療
費

で
国
民
を
守
っ
て
い
る
の
が
日
本
の
歯
科
医
師
で
あ

り
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は
医
療
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
そ
れ
で
は
経
営
は
続

か
な
い
し
技
工
士
さ
ん
に
も
申
し
訳
な
い
。
歯
技
分

業
の
時
代
に
低
廉
な
診
療
報
酬
で
は
技
工
料
の
ダ
ン

ピ
ン
グ
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

比
嘉
　
十
分
に
承
知
し
て
い
ま
す
。
歯
科
医
師
も
歯

科
技
工
士
も
本
当
に
ど
れ
だ
け
苦
労
し
て
い
る
か
。

太
田
　
適
正
な
診
療
報
酬
で
は
な
い
で
す
ね
。

高
橋
　
以
前
の
薬
局
調
剤
費
は
２
兆
３
千
億
円
で
し

た
が
、
今
で
は
８
兆
円
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
一
方

で
歯
科
医
療
費
は
未
だ
に
３
兆
円
と
概
ね
横
ば
い
で

す
。
山
積
し
て
い
る
難
問
を
解
決
し
最
終
的
に
は

４
兆
円
を
め
ざ
せ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

太
田
　
比
嘉
先
生
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
海
外
で
も

活
動
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

比
嘉
　
こ
れ
ま
で

離
島
や
海
外
の
事

情
も
視
て
参
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
は

何
度
も
渡
り
、
電

気
や
水
道
も
な
い

地
域
で
子
ど
も
の

歯
科
治
療
に
携
わ

る
こ
と
で
、
医
療

人
と
し
て
の
使
命

感
が
よ
り
一
層
芽
生
え
ま
し
た
。

高
橋
　
日
本
の
歯
科
医
療
水
準
は
世
界
的
に
み
て
も

極
め
て
高
く
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
っ
て
い
な
い
国
と
で

は
大
き
く
違
い
が
あ
り
ま
す
し
、
同
時
に
日
本
に
お

い
て
の
“
歯
科
”
は
治
療
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

比
嘉
　
子
ど
も
の
虐
待
に
関
し
て
は
、
当
時
自
民

党
女
性
局
が
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
８
９
（
い
ち
早
く
）」
と
い
う
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー

を
進
め
ま
し
た
。
打
撲
傷
は
服
を
脱
が
な
け
れ
ば
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
口
腔
内
の
変
化
は
私
た
ち
が
み
れ

ば
直
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
健
診
等
の
際
、
虐
待
や
ネ

グ
レ
ク
ト
な
ど
の
兆
候
を
い
ち
早
く
察
知
し
対
応
す

る
こ
と
も
歯
科
の
大
き
な
役
目
で
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
用
し
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

太
田
　
こ
れ
か
ら
の
歯
科
界
は
決
し
て
暗
い
も
の
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

比
嘉
　
民
主
主
義
は
数
の
原
理
で
す
の
で
、
歯
科
に

対
し
て
国
会
議
員
に
ど
れ
だ
け
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
る
か
が
大
き
な
勝
負
で
す
。
山
田
宏
議
員
と
と
も

に
国
民
そ
し
て
議
員
に
根
拠
を
持
っ
て
説
明
し
納
得

し
て
自
ら
動
い
て
も
ら
え
る
よ
う
励
み
ま
す
。
そ
れ

が
新
た
な
道
を
切
り
拓
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

高
橋
　『
厚
生
の
指
標
』
に
は
、
歯
科
関
係
以
外
の

研
究
者
が
高
齢
者
25
万
人
の
生
活
要
因
を
分
析
し
た

結
果
と
し
て
「
歯
科
に
通
う
高
齢
者
は
健
康
寿
命
と

平
均
寿
命
が
長
い
」
と
い
う
疫
学
デ
ー
タ
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
世
の
中
の
歯
科
を
見
る
目
が
、
少
し
ず

つ
好
転
し
始
め
て
い
る
表
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

比
嘉
　
ご
高
齢
の
方
々
が
ど
の
よ
う
に
人
生
を
全
う

さ
れ
る
か
。
ま
た
要
介
護
期
間
を
い
か
に
縮
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
い
う
課
題
に
、
か
か
り
つ
け
歯
科

医
と
し
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か
な
ど
、
ぜ
ひ

国
政
の
場
で
の
議
論
や
法
整
備
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

太
田
　
本
日
は
比
嘉
先
生
の
所
信
や
展
望
を
あ
ら
た

め
て
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
国
政

で
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

国
会
議
員
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　

 

展
望
に
つ
い
て    

近
況
に
つ
い
て

適
正
な
歯
科
医
療
費
は
４
兆
円
！

  

歯
科
医
療
の
幅
広
い

　
　
　
　
　
　
　
役
割
に
つ
い
て  

祝

※撮影のためマスクを外しております。

［取材： 木幡 孝 広報担当理事、
　　　  広報委員会：武田直丈委員、野上俊雄委員］

記 念 対 談

比嘉奈津美 参議院議員

高橋英登 会長

（聞き手）太田謙司 副会長

感染対策を徹底して対談は行われた

　歯科行政に通じた山田参議院議員や比
嘉参議員議員との意見交換ができる日歯
連盟主催の「デンタルミーティング」が全
国各地で開催されており、各都道府県歯科
医師連盟から、数多くのご好評をいただい
ております！（4面に開催報告記事掲載）

　
こ
の
度
繰
り
上
げ
当
選
が
確
定
し
た
比
嘉 

奈
津
美
先
生
を
お
招
き
し
、
日
本
歯
科
医
師
会

館
に
て
太
田
謙
司
副
会
長
が
聞
き
手
を
務
め
る

な
か
高
橋
英
登
会
長
と
の
記
念
対
談
を
行
っ
た
。

暗
い
話
題
の
多
い
今
日
、
当
選
と
い
う
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
い
た
。

歯
科
界
の
好
転
に
向
け
て

　 比嘉奈津美先生

  繰り上げ当選！
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　新型コロナ感染症による社会が激変した中、
「感染症に強い診療科」として、国民の信頼を
得、日々診療されている会員の先生方に心よ
り御礼並びに敬意を表します。
　貴連盟の支援は、高橋英登会長はじめ役員
の先生方のご尽力の賜物です。心より感謝申
し上げます。
　「歯科治療」は、感染症のリスクの高い診
療科です。感染対策にかかる負担を是非「公
費」できちんと対応できるよう配信し続けた
いと思います。

　2025問題、2040問題は社会全体で取り組み
が始まっています。歯科界においても「来院
患者層の変化」「在宅歯科医療の供給の増
加」「歯科医師の減少」等、次世代にかかる重
責があります。早急にICT活用、人材育成、確
保等に衷心から取り組んでいきたいと思いま
す。
　「義を見てせざるは勇無きなり」、このよう
な火急の事態ではございますが、志を高く持
ち、全力を尽くす所存であります。皆様方のご
理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。

沖 縄 県

沖縄県歯科医師連盟
会長　米須 敦子

　本年 7 月 1 日より京都府歯科医師連盟
の会長に就任させていただきました、寺
本武史でございます。私は連盟役員を 9
期 18 年経験しており、いよいよ 10 期目と
なりました。
　この 2 年間の任期中には、この秋の衆
議院選挙や、我々歯科医師にとって最も
重要な 7 月の参議院選挙と大きな選挙が
控えており、その他にも京都府では来年

4 月に任期満了を迎えます京都府知事選
挙もございます。
　このコロナ禍の中、人を集めての活動
にも様々な制限があり、思うようにすすめ
られない事もあると思いますが、全国の
先生方と力を一つに団結して我々の想い
を形にできるよう、精一杯努めてまいり
たいと思います。どうぞよろしくお願い申
し上げます。

　岡山県歯科医師会が 15 年の重責を果
たされた酒井会長の勇退に伴い、西岡新
会長に引き継がれました。これに伴い５
期 10 年の多大なる実績を残された西田会
長から県歯連盟会長の大役を託されまし
た。身の引き締まる思いでおります。
　今期 2 年間の最大の命題は、選挙戦を
通して地区歯科医師会との緊密な連携を

より強化し会員各位との『想い』の深化
を図る事にあろうかと考えています。未だ
に収束せぬコロナ禍での船出となります
が、『できない理由』を並べるのではなく
今だからこそ『できる方法論』を熟慮して、
連盟の使命を果たして参ります。どうか２
年間、御指導ご鞭撻の程宜しくお願い申
し上げます。

　今年６月１９日より、広島県歯科医師連
盟会長に就任いたしました山﨑健次と申
します。
　私は、本会と同様に連盟組織において
もいい伝統は残しつつ、若い先生や女性
会員のためにも勇気をもって改革を進め
ていきたいと思っています。そのためには
執行部一丸となって連盟活動を活性化さ

せ、魅力溢れる組織にすることが国民の
健康寿命の延伸に寄与し、私たち歯科医
師の業権確保に繋がるものと信じていま
す。
　高橋会長はじめとする日歯連盟執行部、
或いは都道府県歯連盟会長の先生方にお
かれましては、ご指導の程よろしくお願い
申し上げます。

　この度、長崎県歯科医師連盟会長職を
拝命しました、渋谷昌史です。甚だ若輩
者ですが、歴代執行部が築き上げてこら
れた与党との信頼関係を維持し、今秋に
予定されている衆議院議員選挙、来年の
参議院選挙に向けて、しっかりと対応して
まいりたいと思います。新型コロナウイル
ス感染症に係る支援金や補助金の交付、

診療報酬改定における対応など、歯科医
業、ひいては歯科保健の充実に連盟活動
が果たす役割について、会員の先生方は
もとより、スタッフや、そのご家族への周
知徹底を図り、会の活動について理解と
協力が得られるよう取り組んでまいる所
存です。2 年間どうぞよろしくお願いいた
します。

　歯科医師会は歯科医師を代表する公益団
体として県民の健康と福祉を目的として事業
を行っておりますが、県民が安全、安心な歯
科治療を享受できるためには、歯科医院経営
の安定が不可欠です。十分なスタッフを雇用
した上での、しっかりした感染予防、最新器
材の導入、研修会への参加等、コストをかけ
なければ診療レベルも医療安全も向上しませ

ん。同時に県民の口腔保健の向上を目指して
事業を行うのであれば行政との連携が必要
で、県議会を通じて的確に事業の必要性が伝
えられるかに掛かっていると思っています。
　そのための必要な政治力を持つことが、「歯
科医院経営安定のためには欠かせない」とい
うことを大分県歯科医師連盟の代表として、
会員にも訴えていきたいと思っています。

　令和 3 年 7 月 1 日より、会長を拝任し
その責任の重さを痛感しているところで
す。これまで 8 年間、理事長を務めさせ
ていただいた経験をもとに、これまで以
上に会員の皆様のお役に立てるよう努力
してまいりたいと思っております。幸いこ
の間、日歯連においても保険改定のタス
クチームや選挙対応委員会等でいろいろ

な仕事もさせていただき、それが大きな
財産となっております。
　連盟の目標である歯科医師の業権の確
立発展を図るとともに、国政選挙、地方
選挙での活動はもとより、組織力の強化
として会員拡大を図り、歯科医師会の車
の両輪としての会員、県民への貢献に努
めたいと考えています。

京 都 府

岡 山 県

広 島 県

長 崎 県

大 分 県

鹿 児 島 県

京都府歯科医師連盟
会長　寺本 武史

岡山県歯科医師連盟
会長　小見山 信

広島県歯科医師連盟
会長　山﨑 健次

長崎県歯科医師連盟
会長　渋谷 昌史

大分県歯科医師連盟
会長　脇田 晴彦

鹿児島県歯科医師連盟
会長　堀川 清一
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　この度、青森県歯科医師連盟会長に就
任いたしました福士賢治でございます。
　これまで、連盟活動によりまして歯科
保険点数の引き上げや歯科材料価格決定
の適正化、骨太の方針への歯科医療に関
する記載の実現等々様々な成果がござい
ました。やはり日本歯科医師会だけでは
成果を上げられなかったものと私は考え

ております。両会がともに活動してこその
賜物と思っておりますので、今後も会員の
為はもとより、ひいては国民の歯科医療
の為に貢献できる会でありたいと思ってお
ります。
　微力ではございますが歯科界発展のた
め頑張ってまいりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

　この度、栃木県歯科医師連盟会長に就
任致しました、赤沼岩男でございます。
栃木県におきましても、先日、高橋英登
会長先生と山田宏参議院議員を交えまし
て、我々、連盟役員と WEB 会議で、デン
タルミーティングを開催いたしました所
です。非常に有意義であったと感じてお
ります。とにかく、我々会員の環境が少

しでも（できればいっぱい）良くなるよ
うに、連盟組織のために、栃木県の会長
として、力を振り絞る所存ですので、何卒、
ご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い
申し上げます。今こそ、歯科医師ここに
あり！を出してゆくべきと考えておりま
す。

　この度片山前会長の後任として、新潟
県歯科医師連盟会長を拝命いたしました
山下です。
　過去 6 年間に渡り日歯連盟役員として
執務した経験を活かし、今年度より地元
新潟の連盟活動の発展・充実に向けて、
誠心誠意努めて参る所存です。
　日歯連盟同様、当連盟もここ数年は会

員数の減少と入会率の低下が著しく組織
の弱体化が懸念されております。
　今後は組織力強化を念頭に、デンタル
ミーティングや広報活動を積極的に図り、
政治活動の重要性を会員に周知させると
共に、地元の与党議員との連携強化を更
に進めて参りたいと思いますので宜しく
お願いいたします。

　今期、静岡県歯科医師連盟の会長に就
任いたしました大松　高（たかし）です。
　第一に日本歯科医師連盟の立案した会
務執行実現のために県歯連盟執行部一丸
となり全力で支援・協力いたします。
　更には、歯科医師連盟への入会促進に
も全力で取り組みます。
　私は静岡県歯科医師会の会長を兼務し

ていますので、静岡県民の更なる健康寿
命の延伸を目指した静岡県歯科医師会の
立案した会務執行を実現するために、国
政の政権与党に属する県議会議員を通し
ての行政への働きかけにも全力で取り組
みます。
　静岡県歯科医師連盟へのご指導ご支援
を宜しくお願いいたします。

　昨年より世界中を蔓延させた新型コロナウ
イルス感染によって社会情勢も大きく変化
し、歯科医療界も変革が求められています。
　歯科界のあらゆる制度を改善し、実現して
いくためには歯科医師連盟としての結束力、
発言力が重要であると思います。歯科医師会
と歯科医師連盟は車の両輪であり、行政府や
立法府を動かし、歯科医療制度の基盤を構築
していくのが歯科医師連盟の役割であり、整

備された土壌の上で、会員が共通認識をもっ
て適切に歯科医療を実践し、歯科医療界を活
性化させていくのが歯科医師会組織であると
認識しています。
　奈良県歯科医師連盟は皆様方と常に情報を
共有し、団結力をもって協調させていただき
たいと思います。
　今後ともよろしくご指導賜りますようお願
い申し上げます。

　第 109 回千葉県歯科医師連盟評議員会
におきまして、令和 3 年度からの 2 年間
の会長就任をご承認いただきました尾﨑
俊郎でございます。
　千葉県は組織率の低迷が長年の課題と
なっております。近年は県歯新入会者
99% が連盟にも入会いただけるようにな
っており、会員本位会員擁護の立場に立
ち、会員の経営基盤の安定化を図る為に

99％入会率を維持して参りたいと考えて
おります。
　私共の組織も半分の役員が変わり、互
いを理解し、実力を引き出すための組織
づくりを目指し進めて参りたいと考えて
おります。
　責務を全うするべく全力を傾注してま
いりますので、何卒よろしくお願い申し
上げます。

青 森 県

栃 木 県

新 潟 県

静 岡 県

奈 良 県

千 葉 県

青森県歯科医師連盟
会長　福士 賢治

栃木県歯科医師連盟
会長　赤沼 岩男

新潟県歯科医師連盟
会長　山下　 智

静岡県歯科医師連盟
会長　大松　 高

奈良県歯科医師連盟
会長　末瀬 一彦

千葉県歯科医師連盟
会長　尾崎 俊郎

都道府県歯科医師連盟

新会長紹介
■会員専用ページに、都道府県歯連盟会長
の就任挨拶動画をアップしました。
閲覧はこちらのQRコードから
なお、ホームページ会員登録
の申請をされていない先生は
閲覧できません。詳細は同封
のチラシをご覧ください。

都道府県歯科医師連盟

新会長紹介
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日歯連盟 副会長
太田　謙司

令和２年12月５日から令和３年９月16日までに開催された全国のデンタルミーティング（詳細は日本歯科医師連盟HP会員のページをご覧ください）
群馬、東京、岐阜、茨城、東京
岩手、和歌山、北海道、宮城、熊本、熊本、鳥取 、鹿児島、群馬、 茨城、熊本、長崎、福島、東京、佐賀 、石川、岐阜、福岡市、新潟、
熊本、東京、山口、東京、新潟、山梨、香川、静岡、兵庫、岐阜、岐阜、北海道、岐阜、岐阜、岩手、北海道、岩手、栃木、新潟、岩手、
富山、宮城、青森、福島、岩手、千葉

鹿児島、兵庫、岐阜、宮城、秋田、山形、埼玉、福井、岐阜、岐阜、三重、北海道、北海道、北海道、岐阜、神奈川、北海道

※各都道府県自治体による感染症対策の状況を鑑み、変更となる場合がございます

＜今後の開催予定＞

令和 2 年

令和 3 年

日本歯科医師連盟主催「デンタルミーティング」について
　国の動きや情報をいち早く全国各地の先生方へお届けし、歯科行政に通じた山田 宏 参議院議員や比嘉なつみ 参議院議員との意
見交換ができる日本歯科医師連盟主催の「デンタルミーティング」が全国各地で開催されており、各都道府県歯科医師連盟から、
数多くのご好評をいただいております！
　山田 参議院議員、比嘉 参議院議員と共に、歯科界への思いがこもった講演の場を歯科医師全員で作り上げていきましょう！
嘱託弁護士による「政治活動と選挙運動」についての講演なども予定しております。様々な学びの場としてもぜひご活用ください。

※デンタルミーティング開催をご検討の際は、日本歯科医師連盟事務局 までお問い合わせください。

開催された各都道府県歯連盟のデンタルミーティング参加者からのご意見（一部抜粋）

【東京都】個別デンタルミーティングを開催
　大沢明雄都歯連盟副会長と武田直也都歯連盟理事（連盟多摩連合会会長）、小金井支部黒田百樹先生、
吉越留美支部長の先生方が、デンタルミーティングで講師を務める山田議員と一緒に連盟の会員増強も
兼ねて小金井市内の歯科医院を訪問し、昨今の歯科行政に関する意見交換などをしました。
　また、各歯科医院において山田議員と記念撮影をすることで訪問を印象付け、一体感を共有すること
ができ、評判が良かったです。連盟未入会の先生方には連盟活動を知っていただくとともに、日頃の診
療にはやはり政治が多く関わっており、連盟に支えられているということを理解していただく良い機会
になりました。
　今回このような機会をいただき、小金井支部としても大きくステップアップできたと自信が持てました。

【北海道】
　道歯連盟理事会・評議員会と会議が続いた後の開催でしたが、参加者は最後まで熱心に聴講されており、
急な案内にも関わらず北海道歯科技工士連盟および北海道歯科衛生士連盟からも多数ご出席いただき、山
田前顧問の政治活動を知っていただく良い機会となりました。
　山田前顧問の到着便が遅れ進行が予定より遅れましたが、入場時には全員グローブ着用の上、山田前
顧問が入り口で握手により出席者を出迎えていました。5 年間の政治活動の成果と国民皆歯科健診実現議
連の今後の展望など熱のこもった講演があり、出席者からは多くの質問が寄せられ、山田前顧問は帰路
の出発時間が迫っているにも関わらず丁寧に回答されました。講演後は、退場される皆さん一人ひとり
に名刺を手渡し、丁寧に応対されていました。

【宮城県】
　デンタルミーティングを Web（Zoom）で開催いたしました。山田宏先生は東京から Web でご参加いた
だき、約 20 分の講演後に、質疑応答の時間を設けました。山田宏先生の活動についての理解も十分深め
ることができ、活発な意見交換の場となりました。

【栃木県】
１．本連盟役員による挨拶、自己紹介
２．日本歯科医師連盟会長 高橋英登 先生によるご挨拶（Web）
３．日本歯科医師連盟前顧問 山田 宏 先生によるご講演（Web）
　　このほか、山田 宏 先生の政策等について活発な質疑応答が行われました。

【福島県】
　福島県歯科医師連盟主催のデンタルミーティングが会館と Web によるハイブリット形式で開催され、
山田 宏 参議院議員から国政活動、政策等のご報告をいただきました。県内 12 支部すべての地域歯科医
師会会長が参加し、講演後には熱のこもった報告でよく理解できたとの感想が聞かれました。

【新潟県】
　新潟県歯科医師連盟 新潟支部の主催するデンタルミーティングとして単独で開催しました。日本歯科
医師連盟前顧問 山田 宏 先生より、国政活動等のご報告を含めた講演を 30 分間程度お話しいただきまし
た。その後、事前に提出した質問 3 題および、他の参加者からの質疑にもご回答いただきました。

日本歯科医師連盟主催「デンタルミーティング」が全国各地で開催中！
引き続き

※本写真については、ご提
供いただいた県についての
み掲載しております。

岩手県（WEB）

北海道

栃木県（WEB）

新潟県（WEB）

富山県

福島県（WEB）


